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①
今
回
選
定
さ
れ
た
路
線

は
、
今
後
10
年
間
で
優
先

的
に
整
備
。
②
衛
生
面
や
安
全

面
等
様
々
な
条
件
を
十
分
に
勘

案
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
利
用
状
況
や
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
様
々
な
点
を
勘
案
し
て

検
討
す
べ
き
課
題
だ
と
認
識
。

④
通
学
路
を
中
心
に
優
先
順
位

を
設
定
し
て
今
後
も
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
。
⑤
平
成

28
年
度
に
第
一
小
学
校
を
予
定
。

①
現
在
80
％
の
進
捗
状
況

で
あ
る
日
本
一
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た

め
に
残
り
20
％
何
が
必
要
か
。

②
市
内
防
犯
カ
メ
ラ
の
数
は
。

③
前
市
政
か
ら
ど
の
く
ら
い
犯

罪
が
減
少
し
た
か
。

④
狛
江
市
の
玄
関
と
も
言
え
る

狛
江
駅
周
辺
の
美
化
推
進
は
。

⑤
狛
江
駅
南
北
通
行
道
路
に
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
。

⑥
こ
れ
か
ら
新
し
く
狛
江
に
転

居
し
て
き
た
人
た
ち
に
い
か
に

安
心
、
安
全
な
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
が
。

①
昭
和
37
年
37

12
月

37

12

22
日
に

都
市
計
画
決
定
。
②
市
内

全
路
線
の
都
市
計
画
道
路
に
つ

い
て
必
要
と
判
断
。
③
1
本
の

道
路
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
考
え
る
の
が

道
路
整
備
で
あ
り
、
十
分
な
検

証
を
行
っ
て
い
る
。
④
1
9
9

5
年
は
19
・
１
％
、
2
0
1
2

年
は
51
・
6
％
。
⑤
東
京
都
施

工
の
た
め
調
査
把
握
し
て
い
な

い
。
⑥
補
助
1
2
5
号
線
と
の

接
続
を
優
先
。
⑦
必
要
と
認
識
。

ぽ
か
ぽ
か
広
場
の
裁
判
で

は
、
30
年
前
の
石
井
市
政

の
建
築
基
準
法
に
反
す
る
行
為

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
基
金

を
吐
き
出
し
て
で
も
作
る
と
い

う
市
長
の
決
意
を
、
新
た
な
用

地
を
確
保
し
て
つ
く
る
、
こ
の

方
向
で
生
か
し
て
ほ
し
い
。

係
争
中
な
の
で
発
言
は
控

え
る
。
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
で
は
、
障
が
い
者
団
体
の
皆

さ
ん
が
期
待
し
て
お
ら
れ
る
こ

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
不
退
転

の
覚
悟
で
取
り
組
む
と
い
う
決

意
を
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

新
た
な
用
地
を
確
保
し
て

障
が
い
者
施
設
の
建
設
を

地
域
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の

午
前
中
か
ら
の
開
室
を

①
待
機
児
解
消
に
向
け
た

施
設
整
備
に
つ
い
て
。
②

認
可
外
保
育
利
用
者
支
援
に
つ

い
て
。
③
公
立
保
育
園
民
営
化

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。
④
保

育
園
と
学
童
利
用
の
時
間
差
に

つ
い
て
。
⑤
学
童
ク
ラ
ブ
整
備

の
今
後
に
つ
い
て
。

①
新
年
度
、
1
5
2
名
の

定
員
増
。
29
年
度
は
前
倒

し
で
整
備
。
②
補
助
増
額
、
対

象
施
設
拡
充
。
③
4
月
に
宮
前

の
民
営
化
園
を
開
園
。
和
泉
は

移
行
計
画
作
成
中
。
④
現
実
的

に
可
能
な
方
法
を
検
討
。
⑤
新

設
児
童
館
に
設
置
予
定
。

保
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

愛
す
る
狛
江
、
未
来
の
た
め

に（
パ
ー
ト
４
）

①
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝

ら
し
顔
と
顔
の
見
え
る
関

係
の
構
築
を
さ
ら
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

②
平
成
28
年
3
月
末
ま
で
に

28

83

基
。

③
平
成
23
年
と
比
較
し
て
平
成

27
年
は
1
9
6
件
、
約

27

30
％
減

少
。

④
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
等
の
減

少
に
よ
り
景
観
は
比
較
的
保
た

れ
て
い
る
と
認
識
。

⑤
障
が
い
者
団
体
と
連
携
し
て

い
き
た
い
。

⑥
防
災
・
防
犯
ガ
イ
ド
、
安
心

安
全
情
報
メ
ー
ル
な
ど
転
入
時

に
周
知
。

①
東
京
都
の
中
で
す
で
に

人
口
減
少
に
陥
っ
て
い
る

自
治
体
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

②
人
口
の
具
体
的
な
目
標
2
0

6
0
年
6
万
6
0
0
0
人
と
あ

る
が
、
こ
の
人
口
密
度
は
現
在

の
自
治
体
に
置
き
換
え
る
と
。

①
平
成
22
年
と

22

27
年
の
国

勢
調
査
比
較
に
よ
る
と
、

多
摩
26
市
で
は
八
王
子
、
立
川
、

青
梅
、
昭
島
、
東
村
山
、
国
立
、

福
生
、
多
摩
、
羽
村
の
9
市
が

減
少
。
②
現
在
の
小
金
井
、
国

分
寺
、
調
布
の
人
口
密
度
と
近

く
な
る
。

人
口
減
少
と
今
後
の
狛
江
の

ま
ち
づ
く
り

①
都
市
計
画
決
定
は
あ
く

ま
で
事
業
の
範
囲
な
ど
を

決
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際

の
事
業
化
は
別
途
段
階
的
に
事

業
認
可
を
取
得
し
進
め
る
と
い

う
こ
と
か
。
②
東
京
都
の
優
先

整
備
路
線
と
し
て
示
さ
れ
た
都

市
計
画
道
路
と
そ
の
距
離
は
。

①
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た

範
囲
で
段
階
的
に
事
業
認

可
を
取
得
し
整
備
。
②
調
布
都

市
計
画
道
路
3
・
4
・
2
号
線
1

5
9
0
ｍ
、
調
布
都
市
計
画
道

路
3
・
4
・
4
号
線
外
4
7
0
ｍ
、

調
布
都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
16

号
線
1
2
2
0
ｍ
。

見
守
り
活
動
に
つ
い
て

①
犯
罪
抑
止
へ
の
取
り
組

み
は
②
子
ど
も
の
見
守
り

に
つ
い
て
③
夏
休
み
等
長
期
休

み
の
地
域
セ
ン
タ
ー
図
書
室
開

室
延
長
に
つ
い
て
④
高
齢
者
の

見
守
り
に
つ
い
て
⑤
な
が
ら
見

守
り
事
業
に
つ
い
て
⑥
各
部
署

の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
見
守
り
・
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

②
「
モ
ノ
に
よ
る
対
応
」
と
「
人

の
目
に
よ
る
対
応
」
③
午
前
中

の
開
室
を
検
討
④
地
域
住
民
主

体
の
何
気
な
い
見
守
り
⑤
郵
便

局
、
信
用
金
庫
協
会
等
に
よ
る

活
動
⑥
防
犯
以
外
も
連
携
。

①
交
通
安
全
事
故
対
策
の

基
本
戦
略
②
地
域
住
民
・

関
係
機
関
と
の
合
同
現
地
点
検

実
施
に
つ
い
て
③
ニ
の
橋
交
差

点
喜
多
見
駅
方
面
進
入
の
道
路

整
備
の
推
進
④
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
の
狛
江
市
の
取
り
組
み

⑤
農
業
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て
。

①
歩
行
者
の
安
全
確
保
、

自
動
車
の
速
度
規
制
を
基

本
対
策
。
②
警
視
庁
と
の
設
計

協
議
を
踏
ま
え
検
討
。
③
全
体

計
画
の
中
で
優
先
順
位
を
検
討
。

④
庁
内
連
携
推
進
会
議
を
設
置
。

⑤
農
業
や
農
地
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
意
味
で
重
要
。

①
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
多
摩
川

に
整
備
す
る
活
用
方
法
の

提
案
に
対
し
て
の
進
捗
状
況
。

②
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
効
果
並
び

に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
広
域
避
難
場

所
に
も
活
用
で
き
る
の
で
は
。

③
大
規
模
救
出
拠
点
と
し
て
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
進
捗
状
況
。

①
国
土
交
通
省
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
予
定
。
②

避
難
場
所
が
増
え
有
効
な
活
用

が
図
ら
れ
る
と
認
識
。
③
京
浜

河
川
事
務
所
と
の
調
整
が
終
わ

り
、
都
と
大
規
模
救
出
救
助
活

動
拠
点
と
し
て
告
示
の
意
見
照

会
を
交
わ
し
た
。

多
摩
川
利
活
用
進
捗
状
況

岩
戸
地
域
の
安
心
安
全

①
東
京
都
に
お
け
る
都
市

計
画
の
整
備
方
針
第
四
次

事
業
化
計
画（
案
）発
表
を
受
け

て
、
今
後
水
道
道
路
の
整
備
が

ど
う
な
る
か
。
②
市
内
公
園
に

ト
イ
レ
が
無
く
て
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
既
存

公
園
へ
の
ト
イ
レ
新
設
は
可
能

か
。
③
高
齢
者
の
方
に
親
切
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
公
園

は
猛
暑
日
に
ゆ
っ
く
り
休
め
る

施
設
は
可
能
か
。
④
歩
行
者
に

安
全
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
表
示
、

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
。
⑤
小

中
学
校
の
改
修
工
事
に
て
、
ト

イ
レ
洋
式
化
予
定
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
民
セ
ン
タ
ー
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

①
多
摩
川
住
宅
の
ス
ー

パ
ー
閉
店
問
題
に
つ
い
て

市
の
認
識
と
対
応
②
買
い
物
難

民
を
生
ま
な
い
た
め
に
公
社
や

商
工
会
へ
働
き
か
け
を
③
建
て

か
え
問
題
で
長
期
優
良
住
宅
は

コ
ス
ト
が
上
が
り
負
担
が
増
え

る
。
不
安
の
声
に
応
え
る
べ
き
。

①
調
布
市
内
商
業
者
と
の

共
存
が
必
要
と
認
識
。
調

布
市
と
連
携
し
商
工
会
と
相
談

等
対
応
。
②
引
き
続
き
調
整
。

③
引
き
続
き
必
要
な
説
明
を
実

施
。
長
く
活
用
で
き
る
住
宅
を

形
成
す
る
こ
と
を
住
民
と
共
に

目
指
し
た
い
。

多
摩
川
住
宅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

「
地
域
セ
ン
タ
ー
の
図
書

室
で
、
子
ど
も
に
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
て
あ
げ
た
い
が
、

午
後
は
お
昼
寝
の
時
間
な
の
で
、

午
前
中
か
ら
開
け
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
も
要
望
が
あ
る
。
ぜ

ひ
午
前
中
か
ら
の
開
室
を
。

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
各
地
域
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
と
調
整
し
試

行
的
に
学
校
の
夏
休
み
等
長
期

休
み
の
間
、
午
前
中
か
ら
の
開

室
に
つ
い
て
検
討
。

①
都
市
計
画
道
路
は
い
つ

策
定
の
計
画
か
②
狛
江
市

で
必
要
性
の
判
断
を
し
た
か
③

都
市
マ
ス
の
意
義
に
沿
い
、
市

民
参
加
で
路
線
ご
と
に
精
査
し
、

必
要
が
な
い
時
は
、
廃
止
を
含

め
て
意
見
を
出
す
べ
き
で
な
い

か
④
矢
野
市
政
前
と
後
の
整
備

率
は
⑤
岩
戸
北
、
東
野
川
を
抜

け
る
本
町
通
り
の
延
伸
は
、
何

棟
に
影
響
が
あ
る
か
⑥
市
民
団

体
が
廃
止
を
提
案
し
て
い
る
路

線
が
入
っ
た
理
由
は
⑦
71
棟
も

の
立
ち
退
き
を
求
め
て
ま
で
世

田
谷
通
り
か
ら
調
布
方
面
へ
の

道
路
が
4
本
も
必
要
か
。

市
民
と
と
も
に
つ
く
る

都
市
計
画
を

他
に
、待
機
児
対
策
の
た
め

保
育
所
増
設
計
画
の
前
倒
し

と
、奨
学
金
制
度
の
充
実
に

つ
い
て
質
問
。

栗

山

剛

谷
田
部

一

之

①
「
市
民
の
会
」
の
増
改

築
案
が
発
表
さ
れ
た
。
市

長
の
受
け
止
め
は
。
②
様
々
な

議
論
を
通
し
て
提
案
さ
れ
た
内

容
を
市
と
し
て
受
け
止
め
る
べ

き
。
③
協
定
書
通
り
会
の
提
案

を
尊
重
し
市
の
計
画
策
定
を
。

④
今
後
の
市
民
協
働
に
つ
い
て
。

①
こ
の
1
年
間
精
力
的
に

活
動
い
た
だ
い
た
。
②
必

要
な
財
源
等
も
ふ
ま
え
十
分
な

精
査
が
必
要
。
③
現
段
階
で
は

協
定
書
が
ベ
ー
ス
に
な
る
と
考

え
る
。
④
会
と
協
働
し
つ
つ
よ

り
広
範
な
市
民
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
作
成
し
て
い
き
た
い
。

石

井

功

篠

浩

司

市
長
公
約
の
実
現
に
つ
い
て

（
都
立
公
園
、
水
道
道
路
）

三

角

武

久

田

中

智

子

鈴

木

え
つ
お

岡

村

し

ん


